
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻しん（はしか）発生について 

当院外来を受診した患者さんより麻しん（はしか）の発生を確認いたしました。 
 

来院日時：4 月 24 日（金） 12:15～13:20 

待合場所：1F 救急センター受付付近 
 

上記の時間で救急センター受付付近にいた方で、下記の観察期間内に、 

発熱、発疹等、麻しん（はしか）を疑う症状が現れた場合には、 

事前連絡のうえ医療機関への受診をお願いします。 

また、受診の際はマスクの着用を徹底いただくとともに、公共交通機関の利用は避けてください。 

 

麻しん患者と接触した、または同じ空間にいた可能性がある場合は、 

接触後最大 21日間の健康観察が必要です。 
 

＜観察期間＞ 2026 年 4 月 24 日（金）～  5 月 15 日 （金） 

麻しん（はしか）について 

麻しんは、麻しんウイルスによって起こる感染症です。 

感染力が非常に強く、免疫を持たない方が感染すると、年齢にかかわらず発症する可能性が高いとされています。 

イムス三芳総合病院 病院長 

◆潜伏期間 

感染後、通常 10～12 日（最大 21 日間）程度の潜伏期間を経て、以下のような症状が出ることがあります。 
 

◆主な症状 

 38℃程度の発熱 

 咳、鼻水などの風邪のような症状 

 解熱後、再び 39℃以上の高熱と同時に全身の赤い発疹 

 

お問い合わせの際は、円滑な確認のため、 

「麻しん患者さんと同じ時間帯に救急センター付近にいた件」とお伝えください。 

お問い合わせ：049-258-2323（代） 

 


